
港湾における先進的技術を用いた低炭素化設備の導入に対する支援 

 （災害等非常時にも効果的な港湾地域低炭素化推進事業） 

 国土交通省では環境省と連携し、港湾における先進的技術を用いた低炭素化設備の導入に対する支援を行いま
す。本事業の実施により、港湾活動に伴う温室効果ガス排出量の削減が図られ、港湾における低炭素化がより一層
推進されることになります。 

１．事業の概要 

事業計画：平成24年度～平成26年度 

予算額：4億円［平成24年度］ 

補助率：１／２以内 

 

２．公募の概要 

（１）公募期間 

 平成２４年９月６日（木） ～平成２４年９月２６日（水） 
 

（２）対象とする事業 

 以下の全てを満たす事業を対象とします。ただし、再生可能エネル
ギーによる発電等に係る設備は除きます。 

・港湾において使用する設備等の導入 

・低炭素化を推進する設備等の導入 

・先進的技術の導入 

・新設の設備等又は既設設備等の能力以上の設備等（代替又は改
造）の導入 
 

（３）応募者の要件 

 民間企業等 
 

（４）応募方法 

 公募要領に基づき、公募期間内に必要な書類と電子媒体を持参
または郵送によって、応募者が対象設備を導入しようとする所在地
を管轄する国土交通省地方整備局等へ提出して下さい。 

 【事業の事例】 

 
○コンテナの巻き下げ時及び車両の制動時に発

生するエネルギーを蓄電装置に蓄電し、巻き上
げ時及び車両の加速時に再利用することで、エ
ンジンの負荷を低減し、温室効果ガス排出量を
減らすことが可能。 

  
＜CO2排出量削減効果＞ 
  約162t/年 → 約110t/年（約32％削減） 
    ※博多港における平成23年度実績 

○給電施設から商用電源を供給し、
エンジンにかわる動力源とする
ことで、温室効果ガス排出量を
大幅に低減するとともに、回生電
力を施設内へ戻し、有効活用す
ることが可能。  

  ＜CO2排出量削減効果＞ 
    約2,412t/年 → 約701t/年（約71％削減） 
      ※博多港における平成23年度実績 
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